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研究成果の概要（和文）：本研究は、1960年代の異議申し立ての噴出＝「1968年」について日欧

米比較を行ったものである。近年「文化革命」としての性格が過度に強調される「1968年」であ

るが、本研究は、「1968年」は各国における政治的社会的近代化のあり方と冷戦的秩序のあり方

の問題性を告発することにより、各国の戦後秩序の再編の大きな契機となったばかりでなく、冷

戦的な国際秩序の再編を促す一つの要因ともなったことを確認し、その「文化革命」性の一面的

強調の問題性を明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）：This study is a comparative research on the contestations of the 

sixties, the so-called “1968”, in Japan, Europe and the USA. The “1968” is nowadays almost 

understood as the “cultural revolution”, but our study reveals that such one-sided emphasis 

on the cultural nature of the “1968” is misleading, because, as our study shows, by 

criticizing the modern society and the Cold-War regime of each country the “1968” 

prompted reorganization not only of the postwar regime of each country but also of the 

international regime of the Cold War.  
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１．研究開始当初の背景 

（１）戦後の先進各国の政治的展開の一つの
大きな分岐点となったのは、1960 年代から
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の変化に接近するうえで、われわれが注目す

るのは「1968 年」である。「1968 年」につ

いては、これまで多くの研究において、先進

国の政治文化に関する大きな転換点をなし

ていると指摘されてはきたが、これを今日の

各国の政治のあり方との関連で、社会科学的

観点から、また国際比較的視点を交えて分

析・考察したものはこれまでほとんどなかっ

た。90 年代末以降、欧米諸国では「1968 年」

の国際比較を銘打った書籍が刊行されるよ

うになったが、それらのほとんどは、各国に

おいて「1968 年」に何があったのかを並列

的に並べているだけで、そうした傾向は、

「1968 年」の 40 周年を機にこの間多数刊行

された研究に関しても変わっていないよう

に思われる。加えて、これらの研究において、

日本についてはほとんど扱われていない。 

（２）こうした傾向は、日本においてもそれ

ほど変わりはない。日本でも、この間、多数

の「68年」関連本が出版されているものの、

そのほとんどがこの世代の回顧的叙述の域を

出ておらず、あるいはそうでないものでもそ

の関心の中心は、当時の学生運動とその思想

にしかない。政治学の分野では、岡本宏編

『「1968年」時代の転換点』（法律文化社、1995

年）がこの問題の唯一といってもよい先行研

究であるが、これは「1968年」自体の政治史

的解明に考察が限定されており、「1968年」

がのちの社会に与えたインパクトにかんする

考察が十分に行なわれておらず、また、日本

との比較のうえで重要と思われるドイツの分

析が欠如している。つい最近出された小熊英

二氏の上下2冊の大著（『1968年』新曜社、2009

年）も同様の憾みが残る。 

 

２．研究の目的 

（１）｢1968年｣に関するこの内外における重

要な研究の空白を埋めるべく、研究代表者ら

が重ねてきた共同研究から、それぞれの国に

おける「1968年」の持つ「革命性」と、それ

ぞれの国の「モダン（近代）」のあり方と間

には密接なかかわりが存在しているというこ

とが浮かび上がってきた。 

（２）そこからわれわれは、それぞれの国の

近代と前近代、そして近代と現代（モダンと

ポストモダン）との結節点に位置している

｢1968年｣のあり様とその政治的社会的反応

を切り口にすることで、それぞれの国の政治

社会の個性とその変容とをトータルに比較分

析することができるという着想を得、「1968

年」とそれが各国の政治社会に与えた影響を

トータルに再検討することを通じて、先進各

国の「現代」政治の特徴とそれを支えた社会

的・文化的・歴史的条件を明らかにするとと

もに、先進デモクラシーを分析するための新

たな比較の枠組みを構築しようと考えた。 

 

３．研究の方法 

大きく 3 つの研究課題を設定した。 

（１）この間夥しく刊行された｢1968 年｣研

究および近年欧米中心に急展開を見せる｢70

年代｣研究のフォロー。 

（２）これと過去の共同研究とを基礎にした

70 年代以降の各国の政治的再編成の研究。 

（３）先進国政治の新たな分析枠組みの提示。 

具体的には、（１）（２）については、研究デ

ザインに従って、各研究対象国・テーマごと

に研究分担を行い、そして、その成果を持ち

寄り（３）の検討を行うこととした。 

 

４．研究成果 

（１）我々の共同研究の基本的視角は、先進

国の政治変容の結節点に位置する「1968年」

を切り口にすることで、それぞれの国の政治

社会の歴史的前提とともに、その変容、さら

には変容の基本的構造をも把握することがで

きるというものであった。それぞれの国の近

代社会のあり方を告発した「1968年」は、そ



のことにより、それぞれの社会に大きな緊張

をもたらすとともに、場合によっては社会の

中から激しい反作用をも誘発し、それぞれの

社会の現代（ポスト近代）のあり方を強く規

定した。そのような意味を持った「1968年」

を起点にすることで、それぞれの社会の近代

の基本的性格とともに、その現代的転形のあ

り方の双方が明瞭に浮かび上がることになる。

こうした視座のもと、日本、ドイツ、フラン

ス、アメリカ、中東欧諸国、北欧諸国の比較

研究を行い、それぞれのあいだの共通点とと

もに相違点、その相違の背景や意味を検討し、

こうした視座の基本的有効性が確認された。

それとともに、その国際的秩序に及ぼした意

義についても検討を行った。 

（２）研究計画の段階ではそれほどきちんと

認識できていなかったが、研究を進めるなか

であらためてその重要性が確認されたことは、

戦後の国際政治はもちろんのこと先進各国の

国内政治をも規定した冷戦というものが持っ

た独特の重みである。単なる軍事的なパワー

ポリティクスに限定されない冷戦のイデオロ

ギー政治的側面自体が、逆説的にもそれぞれ

の国の戦後政治に対する疑念を醸成し、それ

が「1968年」を一つの触媒として、戦後的秩

序の再編を余儀なくさせたという点は、世界

史において冷戦が持った複雑でニュアンスを

もった意味を再検討する必要性を示している

といえるだろう。 
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